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『地域の一員として』 

北海道阿寒高等学校長  橋 本   功 

朝晩の気温も低くなりいよいよ冬支度を迎える季節となりました。今年度は、これまでの行事に加えて新しい

ことにも取り組んでいます。釧路市西消防署阿寒支署、釧路地方気象台、釧路市社会福祉協議会阿寒支所のご

協力をいただき、「１日防災の日」として防災意識を高める目的で実施しました。これまでの火災を想定した避難

訓練に加えて、避難情報の見直しや災害への備えについての講話、人命救助についての実技、災害時でのレ

スキューキッチンの使い方について学びました。 

災害はいつどのようにして起きるかわかりません。発生した際には自ら考え冷静な判断のもとで行動し、地域

の一員として貢献出来るような生徒の育成に今後も努めてまいります。 
 

 

今年度から、災害への備えと、防災意識を高める目的

で、１日防災について考える「１日防災の日」を実施しまし

た。全校生徒による、１時間目の避難訓練から始まり、続

いてオンラインの講演を「自然災害から身を守るために」と

いう演目で釧路気象台の堀田氏より頂きました。２・３時間

目は、１・２年生はそれぞれ防災意識を高める授業を行

い、４時間目から昼休みにかけては、釧路市社会福祉協

議会の協力を得て、レスキューキッチンを使ってレトルト食

品を調理し、防災食のアルファ米とともにいただきました。

生徒は、思っていたよりもおいしいなどの感想を述べてい

ました。 

 

 １０月５日（火）、１、２年生が本校にて、幼稚園交流学習
を行いました。今年は音楽科と家庭科、保健体育科の３教

科が連携し、「幼児教育についての理解」や「幼児への関

心を深め、豊かな心の育成」などを目標とし、教科横断的

な体験・探究学習を展開しました。生徒たちは、４つの班

に分かれ、自分たちで立てた保育計画を実践しました。手

作りパズル、ペットボトルボウリングやプラバンの作成もし

ました。 

生徒たちは「体力的に大変であったが、喜んでもらえて

とても嬉しかった。」「将来子供ができた時に今回の体験を

活かしたい。」などの感想を述べていました。１１月初旬に

は実践の成果発表会を予定しています。 

 

 

 

１０月１３（水）・１４日（木）に、北海道有朋高等学

校の古起（こき）快（かい）先生が来校され、第２回

目の遠隔対面授業を行いました。対象の生徒たち

は、普段画面越しに見ている先生を目の前にし、

積極的に質問をするなど、たくさんのコミュニケー

ションを取っていました。放課後には補習等をお願

いする生徒もおり、生徒にとっても学びの多い一

日となりました。 

来校した古起先生も生徒の成長を間近に見るこ

とで遠隔授業の成果を感じていました。 

 

令和３年度の学校生活の前半が早くも終了し、１０月４日

（月）に後期の始業式・認証式を行いました。校長先生のお

話のあと、９月の生徒会役員選挙で見事当選を果たした新し

い生徒会役員と、各クラスや委員会から選出された HR 委

員長、各常任委員長へ認証状が手渡されました。最後に新

生徒会長の飯塚華南心さん（２年）が「よりよい学校をつくっ

ていきたい」と新役員を代表して意気込みを述べました。 

 これからの予定 

１１月  １１日 ライフデザイン講座 

     １２日 体育大会 

     １６日 お仕事まるわかり体験 

       ２４日 後期中間考査 （～２６日） 

 １０月１１日（月）例年開催されている「高速道路見学会」

が、本校１年生を対象に行われました。生徒たちは実際に

現在建設中である高速道路の工事現場に赴き、クレーン車

の試乗体験をおこなったり、ドローンが滑空する光景を見た

りなど、最新の建設現場の設備や装置について拝見し、一

昔前とは比べものにならないハイテクな現場に驚きを隠せ

ない様子でした。 
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